
 

 

 
 

【日本気象協会からのお知らせ】 

2025年 3月 27日 

一般財団法人 日本気象協会 

 

日本気象協会、「GoStopマネジメントシステム」を第６回関西物流展に出展 
 

一般財団法人 日本気象協会 （本社：東京都豊島区、理事長：渡邊 一洋、以下「日本気象協会」）は、 

悪天候時の輸送安全を支援する物流向けサービス「GoStop （ゴーストップ）マネジメントシステム」を、2025 年

4月 9日（水）～11日（金）にインテックス大阪にて行われる「第 6回関西物流展」へ出展します。 

 

展示会場では「GoStop マネジメントシステム」のサービス内容に関するご説明や、導入へのご相談などに対

応させていただきます。また期間中の 4 月 9 日（水）には、「GoStop マネジメントシステム」の主任責任者である

寺田 三紗による製品・技術 PRセミナーを予定しています。 

 

■展示会概要 

○名称： 第 6回 関西物流展（KANSAI LOGIX 2025） 

○会期： 2025年 4月 9日（水）・10日（木）・11日（金） 

10：00～17：00［最終日 11日のみ 16：00まで］ 

○会場： インテックス大阪 ［〒559－0034 大阪府大阪市住之江区南港北 1－5－102］ 

○主催： 関西物流展 実行委員会 

○入場料： 無料（登録入場制） 

○来場者事前登録： https://kansai-logix.com/entry/ 

○詳細情報・公式Webサイト： https://kansai-logix.com/index.html 

 

 

■日本気象協会の出展概要 

○出展場所： インテックス大阪 3号館 C3-25 

○出展内容： 

日本気象協会では悪天候時の輸送安全を支援する物流向けサービス「GoStop マネジメントシステム（2021 年

度ロジスティクス大賞受賞）」を出展します。本サービスは当社が、最新気象情報と長年培ってきた独自の解析

技術を駆使して、全国の陸送（高速道路・主要国道）、鉄道輸送、海運の気象リスク情報を予測するWebサービ

スです。ブースでは、デモサイトにより実際の画面をご覧いただけますので、来場の際はぜひお確かめください。

その他に気象予測データと商品の販売データなどのビッグデータを AI などの最新技術で解析して商品需要を

予測するなど、気象情報を活用したさまざまなサービスをご紹介します。 

 

■製品・技術 PRセミナー 

○日時： 2025年 4月 9日（水）12:40～13:10  

○会場： 3号館 6会場 セミナー番号 6-3 

○講演タイトル： GoStopマネジメントシステム活用で荒天時の円滑な輸送調整を実現 

○講演者： 一般財団法人 日本気象協会 寺田 三紗 

○講演内容： 全国の輸送機関（道路、鉄道、フェリー）の気象影響リスクを予測する 

「GoStopマネジメントシステム」がどのような気象サービスなのかをご説明し、活用方法 

（配送計画の検討やドライバーの安全確保など）を導入企業様の実例を基にご紹介します。               

○受講料： 無料（当日先着順） 

○詳細情報： https://kansai-logix.com/seminar/seminar_pr06.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

「GoStopマネジメントシステム」主任責任者 

寺田 三紗 

https://kansai-logix.com/entry/
https://kansai-logix.com/index.html
https://kansai-logix.com/seminar/seminar_pr06.html


 

 

 
 

【参考資料】 

■「GoStopマネジメントシステム」について 

日本気象協会独自の高精度気象予測を活用して、トラックの走行ルート上における気象リスクを算出した Web 

サービスです。物流事業者に対して悪天候時の輸送計画作成のサポートや荷主企業との円滑な事前調整など

を実現します。 

全国の高速道路に加えて、事前通行規制区間や除雪優先区間が設けられている国道に対しても予測情報を提

供します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「GoStopマネジメントシステム」画面イメージ 

 

また、「海運影響予測」および「貨物運行影響予測」により鉄道輸送や海運の輸送影響リスクを把握することがで

きます。「海運影響予測」は貨物船が入出港する港湾と主要航路を対象に、船による輸送影響リスクを悪天候の

最大 6 日前、「貨物運行影響予測」は貨物列車が通過する全国の路線を対象に区間ごとの輸送影響リスクを最

大 5 日前から把握できます。「GoStop マネジメントシステム」が従来から提供している道路影響予測と併せて、

物流事業者の方が悪天候時に作成する配送計画や迂回ルートの検討、輸送可否の判断を支援します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「海運影響予測」画面イメージ               「貨物運行影響予測」画面イメージ 

 

他にも全国の高速道路、一般道のライブカメラ 800 地点以上の画像を閲覧することができます。「ライブカメラ画

像」により、輸配送先や走行ルート、現地の状況をリアルタイムに把握することが可能となります。これにより、運

行管理者の最新状況を考慮した輸送計画の調整や、配送先などへの情報共有、また走行中のトラックドライバ

ーの安全確保を支援します。 



 

 

 
 

 
「ライブカメラ画像」画面イメージ 

 

また、提供地域を限定し価格を抑えた「GoStopマネジメントシステム Light版」もリリースいたしました。 

 

 

※スマートフォン専用サイトでも「GoStopマネジメントシステム」の一部機能がご利用いただけます 

  https://www.jwa.or.jp/news/2022/12/18760/ 

 

○関連リンク 

・「GoStopマネジメントシステム」サービス説明 

 https://www.jwa.or.jp/service/transport-support/transport-support-road-03/ 

 

・「GoStopマネジメントシステム」が「2021年度ロジスティクス大賞」を受賞 

https://www.jwa.or.jp/news/2021/09/14485/ 

 

 

○お問い合わせ（法人向け） 

日本気象協会 関西支社 社会・防災事業課 

Tel：06-6266-7603 Mail：gostop@jwa.or.jp 

＊報道関係の方は日本気象協会広報室までお問い合わせください。 

 

 

以 上 
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